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■ 事務連絡 ■ 

  ＊ガバナー事務所より 

   ガバナー月信７月号 到着 

  ＊ロータリーの友事務所より 

ロータリーの友８月号 到着 

 

■ 例会変更 ■ 

  ＊吉原ＲＣ 

   ９月１９日(木)→夜間例会 

 

■ 週報到着 ■ 

吉原ＲＣ 

会長挨拶 

第１４８５回例会 会長挨拶 

会長 菊地勝男 

 電機メーカーは、定期的に新製品を売り出します。特にパソコ

ンや、携帯電話などのＩＴ機器の進歩発展は、顕著です。車のメ

ーカーも何年か置きにマイナーチエンジやフルモデルチエンジ

をします。その度に今まで無かった機能や、新しい性能が付加さ

れていきます。それによって他社との差別化を図り、いかに自社

の製品がすぐれているかということをアピールするためです。とこ

ろが、いくらある会社が斬新な機能を開発したとしても、すぐに他

の会社が追いついてしまいます。その結果、少し前には考えるこ

ともできなかった性能が、今では搭載されていて当然ということに

なってしまうことになります。ですからメーカーは莫大な開発費を

かけて、次々に新しい機能を開発していかなければならなくなっ

ているのです。他社と比較されて性能が劣っていると思われてし

まっては、その製品の売り上げも低くなり、会社の存亡に関わっ

てくるのですから。どうしても私たちは、新しい製品を買おうとす

るときに、カタログに掲載されている機能でいろいろ比較してしま

います。これは私たちが自分のことを判断するときも同じなので

はないでしょうか。他の人と比較して、これが足りない、こんなこと

もできない。あの人はスゴイのに、自分はどうしようもない。こんな

ふうになれればいいのに、自分はダメだ。と私たちは無意識に自

分と他人を比べて、自分を責めて劣等感を持ってしまいます。 

でも、電機製品だって、車だって、新製品が発売されるたびに

買い換えている人など、そんなにはいないと思いますし、必要最

小限の機能さえ備わっていれば、いくら機械が古くても、普通に

使うのには何の問題もありません。もちろん今、自分が持ってい

る機械は、新発売の製品と比較してみれば、多少は見劣りする

かも知れません。でも、使い慣れているものの方が、必要もない

新機能がついているものよりも使い勝手が良いこともあります。 

私たちだって、電機製品や車と同じように次々と自分に新機 

幹事報告 

能を付けていければいいのですが、それは、不可能に近いこと

です。大切なのは、人と比較するのではなくて、そのままの自分 

を受け入れることだと思います。長所はもちろん、欠点なども含

めて、自分の完全な部分、そして不完全な部分を認めて許して

あげることです。自分が他人と、どれほど違っていても関係なく、

自分は自分らしくあれば、それでいいでしょう。もちろん自分を受

け入れるということは、いつまでも今のままでいることを選ぶという

ことではありません。変化を起こす必要があるときには、他の人と

同じようになるのではなく、自分が望む方向へ進んでいくことが

できるからです。自分の力を信じ、自由に優しく受け入れることが

できれば、私たちはいくらでも前向きに成長していくことができる

と思います。そんな風に心が自由になれば、過去も解き放つこと

ができ、未来への選択する力を大切にすることができるでしょう。 

他人がどうあれ、自分の人生を決めるのは自分自身なのですか

ら。どんなものと比べても最高で、自分にとって一番使い心地が

いい製品が自分自身なのです。あとは、それをどう使いこなして

いくかだけです。 

「存在するものは、みな良きものである。」 
と、イタリアの神学者トマス・アクイナスが言っております。 

ロータリー活動も同じです。 



 
本日のゲスト・ビジター 

 

ビジター 長泉ＲＣ 大藤幸司様 

ゲストはありませんでした。 

 
スマイル報告 

 

 横山忠男 今日も早退させていただきます。 

 大石昭裕 早退します。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 席 報 告  
      

  会員数 
出席計算に 

用いた会員数 

出席計算に 

用いた出席者 出席率 
７ 月 ８ 日    

修正出席率 

１９名 １９名 １８名 94.74% 100% 

 

 

 

 

 

出席： 古泉・太田・原・野口・菊池田他      計１８名 

 

欠席： 中田・濱田・原  ・冨樫             計１名 

 

ＭＵ：  原・髙田・堀内  ・横山               計３名 

◆次回例会プログラム◆ 新入会員歓迎会＆前会長幹事慰労夜間例会 

クラブ協議会 

本年度活動方針 

会長 菊地勝男 

 

基本的には２０２６地区の運営方針に沿う活動の中で、特に常

識人間として持つべき必須な「情」というキーワードを活動主題と

して会員相互の輪を重じ、有意義な例会運営、出席率の尚一層

の向上、退会の防止と新会員の増強、４つのテストに基ずく職業

奉仕、地域社会貢献への積極参加の社会奉仕、財団、米山奨

学会、記念館運営など会員の意識教育、加えて柿田川湧水の

継続事業等々、各委員長、理事各位のリーダーシップの基、会

員総意をもって本年度方針の具現化を願うものです。 

コンペ 

原 修一 

８月１日に沼津ゴルフクラブにて３組の予約を入れてありま

す。当クラブからは８名参加予定。９：１５開始予定です。 

委員会報告 

８月度会員増強拡大月間について 

会員増強退会防止委員長 原修一 

  

国際ロータリーの月次活動計画の内、８月度は会員増強拡大

月間であります。今年度当クラブは２０１１年度「会員増強プロジ

ェクトチーム」の活動。２０１２年度「入会勧奨強化」年間としまし

た。引継ぎ年間を通して、入会勧奨活動を推進致します。 

現況の会員増強は上昇傾向であります。会員諸兄全員が増

強委員です。 

「継続は力なり」皆で仲間を。 

続けて「入会勧奨・増強」活動を行いましょう。 

 

①入会勧奨用資料「ロータリークラブに入会しませんか？」 

  全員に２部配布。 

②クラブ会員増減状況年度別抜粋表配布。 

③入会勧奨候補名２名連記用紙配布。 

 

仲間を増やす楽しみを！！！ 
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